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サンフランシスコ在住日本人関連史料調査報告
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要 旨

本稿は，筆者が2023年8月に米国サンフランシスコで実施した，幕末維新期に現地に住

んでいた日本人に関する史料収集の成果の一部の報告とその分析の試みである。今回はサン

フランシスコに1867年9月から1868年12月まで滞在していた高橋是清の自伝に登場する

日本人関連史料を中心に収集した。その中で，日本人から頼りにされた可能性が高い「金子」

という日本人に焦点を当てた。事前の調査では金子は�摩藩出身と思われたが，今回の調査

により，金子は若林とともに幕府が派遣した海軍士官候補生で，まず英語の勉強のためにシ

ティカレッジ（CityCollege）で学んでいた可能性が高い。シティカレッジでは，1867年か

ら1870年までの間に約20人の日本人が学んでいた。彼らの大半の名前は史料に書かれてい

ないが，金子と若林の他に�摩藩，福井藩，彦根藩士等がいたと考えられる。サンフランシ

スコは米国東部の都市と異なり，太平洋を挟んだ隣国日本との貿易機会の拡大を歓迎する雰

囲気があった。横浜からやって来た日本人は，すでにサンフランシスコに住んでいた多くの

中国人移民と比較され，その勤勉さや向上心，旺盛な好奇心が地元市民に好印象を与えてい

た。ほぼ同時期の米国東部の日本人留学生が集まっていた都市との比較を意識しながら史料

の分析を進めたい。

キーワード：日本人米国留学生，日本人米国移民，幕府海軍，サンフランシスコ，シティカ

レッジ，幕末維新期，高橋是清



は じ め に

筆者は，ここ数年小浜藩英学教師，塚越酸素彦（鈴彦，1842�1886）に関連する史料

の収集，調査を進めてきた。塚越の伝記『金蘭簿物語』の内容を，日米の関連史料を使

用し史実を確認する作業である。これまでに塚越の上州太田での出生から，江戸，横浜，

小浜時代までを検証し，1870年6月のサンフランシスコ（以後SF）上陸までたどり着

いた（1）。

塚越の伝記のSF時代の内容と史料との照合を行う前に，塚越渡米前後（1866年頃

から1872年頃まで）のSF在住日本人に関する史料を収集し，当該期間の時代的，社

会的背景を理解しておきたい。

塚越の伝記にはSF在住日本人，日本人コミュニティの様子についての記述はほとん

ど無い。塚越は日本で幕臣を中心に人脈を上手く使いながら行動範囲を広げてきた。

SFでも日本人，米国人を問わず活発に交流し活路を開いていたことは想像に難くない。

塚越の伝記には，塚越は渡米前から米国に豊富な人脈があった旨が記されている（2）。こ

の在米日本人あるいは米国人はどのような人々だったのだろうか。

本稿は，塚越研究の背景理解というミクロなテーマから出発しながらも，幕末維新期

にSF上陸後，米国東部に移動せずSFあるいはその周辺に留まっていた日本人に関す

る，マクロな総合的研究の第一歩としての役割も担っている。

なお，年号日付等の表記は原則として西暦を使用している。漢字表記は旧暦である。

1．幕末維新期米国渡航者に関する先行研究

幕末維新期の日本人米国渡航者研究は，移民史と日本史の両方からのアプローチがあ

る。日本人米国移民史に関しては，すでに広範な研究の蓄積がある。SFを含む米国カ

リフォルニア州移民については，『米国日系人百年史：在米日系人発展人士録』（新日米

新聞社，1961年）や今野敏彦,藤崎康夫 編著『移民史 3（アメリカ・カナダ編）』（新

泉社，1986年），粂井輝子『外国人をめぐる社会史 近代アメリカと日本移民』（雄山

閣，1995年）等に興味深い事例が紹介されている（3）。またカリフォルニア州のワカマ

ツ・コロニー（WakamatsuColony）に関しても，これまでに包括的かつ詳細な研究

がまとめられている（4）。

日本史側，とくに幕末維新史からのアプローチとしては，戊辰戦争前後に，政治的理

由で国外逃亡先として米国に渡航し，SFに長期間居住していた旧幕臣や佐幕藩士の個

別事例が紹介されている（5）。この分野を包括的に扱った研究は未見である（6）。
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また，学術研究者以外の関心を引きやすいテーマであるせいか，インターネット上で

参考になる史料が散見される。その際は，ホームページ管理者と連絡を取り，その情報

も積極的に活用した。

幕末維新という，日本の混乱期に渡米した日本人は多様なバックグランドを持ち，出

国渡米理由も様々だった。米国東部のボストン（Boston）やニュージャージー州ニュー

ブランズウィック（New Brunswick），ニューヨーク（以後 NY）州ブルックリン

（Brooklyn）といった日本人留学生の拠点と異なり，政治的理由により日本を脱出した

者，就業を目的とした者，農業従事者等，多様な日本人が住み着いていたことがSFの

大きな特色である。歴史の転換期のダイナミズムが直感できる大変興味深い研究テーマ

と言える。

米国東部に進まず，幕末維新期にSFに留まった日本人に関しては，学術レベルの総

合的な史料調査，研究はこれまで行われていない。SFに上陸し東部に向かった留学生

や視察団，使節団の記録に，「SFを案内する在住日本人」として登場する程度の存在

だった。

本稿は，2023年8月に筆者がSFで収集した史料を中心に，現状で利用可能な日米

の史料を動員し，塚越酸素彦も含めた幕末維新期にSFで一定期間生活していた日本人

の渡米理由，SF滞在中及び帰国後の活動，日米交流史上の位置づけ等についてまとめ

る研究の第一弾となる。

2．高橋是清の自伝から抽出した調査項目

今回の渡米ではSFに約1週間滞在し，サンフランシスコ公共図書館（SFPublic

Library）6階にあるSF歴史センター（SFHistoryCenter）の司書の方々の協力のも

とに，当館が所蔵する史料や，カリフォルニア州の新聞のキーワード検索ができるデー

タベースCaliforniaDigitalNewspaperCollectionを活用し調査を実施した。日本に

帰国後は，インターネット上でその存在を知った八木谷涼子氏から，いくつもの貴重な

史料，情報を提供していただき，情報交換をすることができた。

日本側では，幕末維新期にSFに長期間（1年以上）滞在していた日本人の日誌のよ

うな一次史料は発見されていない。よく引用されるのは高橋是清（1854�1936）の自伝

である（7）。

高橋のSF在住期間は，1867年9月から1868年の12月頃までの約1年3か月間で

ある。自伝のこの期間の記述には，日記や書簡などの一次史料の引用がほとんど無いた

め，記述内容の事実確認が必要である。しかし，その検証をするための史料も不十分な

状態で，今回の調査は高橋の自伝の史実確認も兼ねている。
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高橋の自伝から，SF在住日本人研究に関するキーワードを選び登場順に並べると以

下のようになる。

1． 仙台藩出身で高橋より前にSFに来ていた仙台藩士一条十次郎と越前藩士窪村純

雄（8）。

2． 高橋と同船して渡米した�摩藩士伊東祐亨が持参した紹介状の宛名の金子という

日本人。SF市内のシティカレッジで学んでいた。シティカレッジも重要調査項

目である。

3． 金子の代わりに伊東を迎えに来た�摩藩出身の谷本（谷元）。

4． 高橋が最初にホームステイしたヴァンリード（VanReed）家。

5． カリフォルニア州オークランド（Oakland）在住の金満家カビテン・ロッジャー

家で家事労働をしていた関口保兵衛。

6． SFで日本茶や日本の雑貨を売る米国人の店に勤めていた佐藤百太郎。

7． 商用でSFに来た越前の医者某とその通訳者，宇和島藩士城山静一。

本稿では，この中で2.の「金子」に関する情報の紹介，分析を中心に報告したい。

一条，窪村，谷元，関口，佐藤に関しては，すでに日本側の研究で少ないながらも関連

史料が紹介されているが，金子は史料が全く見つかっていない。伊東が金子宛の紹介状

を持参してきたことから，金子は当時のSF在留日本人の交流において，ある程度重要

な存在であったと推測される。

3．渡米調査前の仮説 日本人留学生金子＝�摩藩士説

今回の渡米前に，これまで収集してきたSF在住日本人関連の史料を精査した結果，

金子は脱藩�摩藩士の可能性が高いと考えていた。高橋の自伝によると，高橋と同船し

てSFに上陸した�摩藩士伊東祐亨（四郎，1843�1914）は金子宛の紹介状を持参して

いたが，金子は埠頭には現れなかった。紹介状の書き主は不明である。金子が在学中の

シティカレッジに伊東は高橋を伴い行ってみたが，暑中休暇で金子は登校していなかっ

た。諦めて埠頭に戻ると，谷本という�摩藩出身者が伊東を，仙台藩士の一条が高橋を

迎えに来ていた。谷本は�摩藩士谷元道之（兵右衛門，村上，1845�1910）で，この経

緯からすると金子も�摩藩出身者である可能性が高いと考えた。伊東には固葉英次郎

（木葉十蔵）という�摩藩士が同行していた
（9）。伊東の周辺は�摩藩出身者で固められ

ていた。ただし，�摩藩士を�摩藩士に紹介するのに，紹介状を書くだろうかという疑

念は残る。
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伊東は�摩藩の開成所で英学，神戸海軍操練所で航海術，伊豆の江川太郎左衛門の韮

山塾で砲術を学んでいたので，SFで海軍，陸軍関係の施設を視察するのが目的だった

のではないか。伊東の伝記には，1867年の渡米のことは書かれていないので，この渡

米は脱藩的行動だった可能性もある。

伊東は�摩藩士の枠を超えた行動をしていたので，金子は必ずしも�摩藩士である必

要は無い。

以上まとめると，金子は�摩藩士の可能性が高いが，それ以外の可能性も排除できな

いということになる。

4．�摩藩士谷本の正体

金子が�摩藩士かどうかの一つの鍵となるのは，伊東を迎えに来た「谷本」である。

�摩藩米国留学生関連の史料を調査した結果，高橋の自伝に登場する「谷本」は谷元で

は無い可能性が高くなった。以下，�摩藩留学生研究の中心的存在だった犬塚孝明の論

考を基に説明する。

犬塚によると，�摩藩は2回に分けて英国，米国に留学生を派遣した。第一次は1865

年に英国に派遣され，第二次は1866年に米国に派遣された。第二次のメンバーは30歳

前後の尊攘派の中でも寺田屋事件に関わったような過激な藩士が多かった。谷元もその

1人である（10）。米国留学生は，長崎にいた宣教師ギド・フルベッキ（GuidoHerman

FridolinVerbeck,1830�1898）を通して，米国のオランダ改革派教会のサポートを得

て渡米した。

第二次米国留学生は，第一陣の本隊が長崎からヨーロッパ経由で1866年にNYに到

着した。第二陣として木藤市助が横浜から，第三陣の谷元と野村も横浜から，両者とも

太平洋を横断しSFに上陸した。

犬塚は，第三陣の谷元と野村の足跡を以下のように位置付けている。

横浜からコロラド号に乗り1867年6月14日にSFに着いた谷元と野村はパナマ経由

で7月27日にマサチューセッツ州モンソン（Monson）に到着した。コロラド号で一

緒に乗船していた横浜在住の宣教師サミュエル・ロビンズ・ブラウン（Samuel

RobbinsBrown,1810�1880）は一足先に7月23日にモンソンに着いて第一陣の本隊

に会った。第二陣の木藤は，この数日前にモンソンの森で自殺したのが発見され，着い

たばかりのブラウンが葬儀の司式を担当した。第三陣の谷元と野村に関しては，留学，

生活費用の工面がつかず，犬塚は，谷元と野村はモンソン滞在1週間ほどで8月5日に

モンソンを出てNYあたりで無為の日々を送っていたのでは，と推測している。谷元

と野村は，ニューヨークのマンハッタンにオフィスがあった，オランダ改革派教会のフェ
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リス（JohnMasonFerris,1825�1911）に留学費用の工面を頼みに行ったのだろうか。

谷元と野村はその後，トーマス・レイク・ハリス（ThomasLakeHarris,1823�

1906）が NY州アメニア（Amenia）で主催していた「新生兄弟社」（TheBrother-

hoodoftheNewLife）の共同体（コロニー）に参加することになり，アメニアに9

月26日に着いている。この8月5日マサチューセッツ州モンソン発から9月26日NY

州アメニア着の期間が史料的には空白ということになる（11）。

この犬塚の説明には，高橋の自伝にある，谷元の9月14日のSF滞在と横浜便乗船

帰国は当てはまらない。

米国東岸とSF間の移動は当時，パナマ経由の船・鉄道・船の経路が一般的で，片道

約1か月かかった。8月5日にマサチューセッツ州を出た谷元が9月14日にSFにい

たのは可能だが，9月14日かその数日後にSFを出て，そのほぼ10日後にNY州に戻

るのは不可能である。

犬塚の研究によれば，谷元は1867年9月26日以後，ハリスのコロニーに約1年間留

まり，1868年9月9日に第一陣本隊の仁礼，江夏と船に乗りパナマ経由でSFに10月

3日に着いた。

伊東を迎えにきたのが，�摩藩士以外の在SF日本人ならば，金子�摩藩士説の説得

力が欠けることになる。

この点については，第一陣本隊の仁礼景範（1831�1900）の，1867年9月20日の日

記に，「竹内健蔵，肥後十郎カリホニヤから野村，谷元へ書状来れり。江戸から伊東四

郎左衛門，木場十蔵渡海岸相成候と申来候事。」と書かれている（12）。

つまり，SFで伊東を迎えに来たのは，�摩藩士の竹内と肥後で，彼らから伊東，固

葉のSF到着を知らせる手紙が米国東部にいた谷元，野村に届き，さらに仁礼に知らさ

れた，と考えられる。

5．�摩藩士肥後十郎と竹内健蔵

肥後と竹内は，犬塚も含めて，これまでに研究対象として扱われたことは無い。2人

に関する史料は3点ある。

1点目は横浜で発行されていたTheDailyJapanHerald1867年5月27日号の記事

である。1867年5月25日横浜出航のコロラド号の乗船者リストが掲載されている。

Rev.S.R.Brown,wife&daughter

SasakiGonruk,Yangimoto,Nomura,Higo,MuraKami,Drozo,Kinzo,Ghozje
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DailyAlta1867年6月14日に掲載された同じコロラド号の下船者リストには，これ

以外に，Gaugimatu，Sakiが加わり，Fiveinthesteerageand6Japaneseとの記載

がある。一行はブラウン夫妻と娘，越前藩士佐々木権六（1830�1916），同通訳柳本直太

郎（1848�1913），�摩藩士谷元（変名村上），野村，肥後，竹内（Kinzo），Drozo,

Ghozje,Gaugimatu,Sakiの計13人となる。この中にはブラウンが連れてきた日本人

の小仕も含まれているかもしれない。肥後と竹内は谷元と野村とともにSFに上陸した

が，谷元と野村はSFから船に乗りパナマ経由でモンソンに向かい，仁礼の日記に書か

れていたように，肥後と竹内はSFに残っていたのではないだろうか。

2点目は，�摩藩英国留学生で英国から米国に渡った松村淳蔵（1842�1919）の懐旧

談「慶応年間�摩人士洋航談」の記述である。谷元は脱走して米国に渡航した浪人で，

仁礼が帰国する際に日本に連れ戻ることになったという。谷元は竹内作蔵，伊藤祐亨，

野村市介と行動を共にしていたが，谷元以外の3人は「中途資金調達の為とて前に帰れ

り」と記録されている。竹内作蔵は竹内健蔵と同一人物だろう。伊東と谷元，野村，竹

内が一緒にいた点は，伊東を谷元が迎えに来たという高橋の自伝の記述を裏付けるが，

野村は谷元帰国後もハリスのコロニーにいたことは確実である。伊東に同行した固葉や，

竹内と行動を共にしていた肥後も抜けている。

3点目の史料は，NYTimes1867年12月7日に掲載された記事である（13）。�摩藩の

長崎の代理人KANIMI�NAMEが米国人向けに発した警告で，6人の脱藩密航者が米

国におり，藩主としては彼らの借金等は責任を持たない，という内容である。ほぼ同じ

内容の記事は，米国の他のいくつかの新聞でも確認できる。CommercialAdvertiser

（NY市）1867年12月9日の記事には，Lookoutforthem（この連中に要注意）とい

う見出しが付けられている。お尋ね者扱いである。

6人の名前は，TarriMottoNero,NomuraIchutzke,TakiUchiKenso,Mori

Kakutzo,MoneKango,HuroYuso.と書かれている。谷元，野村以外に4人の名前

が書かれている。HuroYusoは肥後十郎，TakiUchiKensoは竹内健蔵と同一人物で

はないだろうか。MoriとMoneは不明である。

犬塚の研究によれば，1867年12月頃は谷元と野村はハリスのコロニーにいたはずで

ある。この記事の背景は不明だが，谷元，野村，肥後，竹内以外に2人の脱藩�摩藩士

が米国にいて，金策に困り米国人に何らかの迷惑をかけていたという事態が発生してい

たのだろうか。犬塚の研究によると谷元と野村は正式な�摩藩派遣の留学生ということ

になっているが，この記事に書かれているように，谷元，野村，肥後，竹内の4人は脱

藩渡米者である可能性が高い。だからこそ，第一陣本隊の仁礼等は，谷元，野村の留学

費用の現地での捻出に困ったのではないだろうか。

いずれにしても，伊東を迎えに来たのが，谷本＝谷元ではなく，肥後と竹内だとして
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も，�摩藩士ということに変わりはなく，金子�摩藩士説は健在ということになる。

6．幕府海軍が派遣した金子と若林 今回のSF現地調査結果

以上のような経緯で，条件付き金子＝�摩藩士説にたどり着いた。ここからは，今回

のSFでの調査の結果について述べる。結論としては，金子は�摩藩士ではなく幕臣の

海軍士官候補生で，若林という幕臣とともに，シティカレッジで学んでいたと考える。

日本側の幕府海軍関連史料や幕臣事典，現在のパスポートに当たる印章のリストで，金

子と若林の名前，幕府海軍から米国への留学生派遣の記録は見当たらないので，金子が

幕府海軍派遣の留学生と確定できていないのが現状である。

金子，若林のSF到着は，1867年5月7日の可能性が高い。幕臣小野友五郎一行SF

到着の約2か月後である。小野一行の軍艦購入のための派遣と海軍士官候補生金子，若

林の米国派遣は，幕府海軍の一連の動きと考えてよいのではないだろうか。谷本，野村，

肥後，竹内の到着の約1か月前で，高橋，伊東のSF上陸の約4か月前になる。金子の

名前は「かんべえ」のようだが確定できず，SF出航の帰国時期も推定で1868年6月

である。

以下に史料となる，今回発見した新聞記事を必要に応じて引用し，分析の経緯，結果

を説明する。本稿では，基調史料となる英文記事から，複数のキーワードを抽出し，そ

れをもとに主に金子に関する可能性の高い関連史料を探すという方法を取った。

� 金子，英文記事に登場 DailyAlta（SF市） 1867年11月13日

今回のリサーチで明確に金子という名前が出てきたのは，この新聞記事1本である。

SF商工会議所（TheChamberofCommerce）が主催した祝宴の記事である。前日11

月12日の夜，SF商工会議所のオフィス移転を祝う大宴会が催された。これにはSFの

紳士貴顕が招待され，各国の在SF領事も招待されていた。ここに日本代表として招待

されていたのが，日本政府から派遣され市内のシティカレッジで学んでいた，海軍士官

候補生の金子と若林である（14）。新聞では以下のように書かれている。金子と若林に関

する部分を抜粋する。

TheAsiaticEmpireswererepresentedbyWahKabaYasheandKaneKo,two

midshipmenoftheJapanesenavy,whoarenowstudyingintheCityCollege

attheexpenseoftheJapaneseGovernment,―中略― TheJapanesewere

dressedintheEuropeanfashion,theCelestialsintheirnationalcostume.
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日本政府が派遣した海軍軍人は金子と若林という名前であり2人ともシティカレッジ

で学んでいる。

これにより，高橋と伊東がSFに到着した1867年9月14日の約2か月後，金子と若

林という幕府海軍が派遣した士官候補生がSFにいたことが分かった。2人とも洋装で

参加している。商工会議所の祝宴に日本代表として招待されたので，SFのビジネス界，

上流階級では，ある程度認知された存在だったのだろうか。いつSFに来て，どれくら

い滞在するのかは書かれていない。金子と若林のファーストネームも書かれていない。

Japanesenavy,JapaneseGovernmentは，通常幕府海軍，江戸幕府を指すと思わ

れるが，�摩藩海軍，�摩藩の可能性も�かながら残っている。ちょうどこの時期，

1867年4月1日から 11月3日までパリで万国博覧会が開催されていた。ここでは，

幕府は「 日本大君政府」，�摩藩は「 �摩太守政府」 と 名乗り ，展示は別々に行っ

ていた。このような�摩藩の姿勢を考えると，�摩藩士の金子と若林が自らの正統性を

主張するために「日本海軍」「日本の政府派遣」と米国人記者が誤解しそうな表現を使っ

たことも否定できないのではないだろうか。金子と若林は変名という可能性もある。

この記事を基調史料とし，金子に関する史料調査のキーワードとして「日本の政府」，

「海軍」，「シティカレッジ」，「2人の日本人」を抽出した。このキーワードがヒットし

た英文記事の中から，重要と思われるものを以下に採り上げる。

雑報レベルの記事だが，「シティカレッジ」と「日本人」がヒットした。金子のファー

ストネームとSF滞在期間を示唆する記事が2本ある。

1868年4月でSF到着の約1年後ということになる。

SFDailyExaminer1868年4月15日のODDSANDENDS（雑報）欄に次のように

書かれている。

Kam�AkoKam�Cay,theJapanesePrince,isstillattendingschoolattheCity

College.Heissaidtobeagoodscholar.

さらに同日のSFDailyEveningBulletinにも，AJapanesePrinceisattendingthe

CityCollege.HisnameisKam�Ako�Kambay.という記事が掲載されている。

この綴り通りに日本語に直すと，「かまこ・かんけい」（前者），「かまこ・かんべい」

（後者）と読める。金子が「かまこ」と聞こえるのは許容範囲ではないだろうか。前者

では，「シティカレッジでまだ学んでいる」ということは，前出�の記事の掲載時期の

―124―

� 金子のファーストネームは「かんべい」？ SFDailyExaminer,SFDaily

EveningBulletin 1868年4月15日



1867年11月から5か月継続してシティカレッジで学んでいたことを示唆しているのだ

ろうか。

問題は「かまこ」の身分である。どちらもJapanesePrinceと書かれている。米国

の新聞では，日本人留学生をよくPrinceと表現するが，それは大名子弟か，各藩の家

老クラスあるいはその子弟である場合が多い。幕府派遣の海軍の軍人あるいは士官候補

生は，通常はPrinceと書かれることはない（15）。

� 金子のSF到着は1867年5月7日？ SFEveningBulletin 1867年5月8日

金子と若林の名前は記されていないが，2人のSF到着の時期を示す有力な記事があ

る。この記事で，2人の日本人の海軍人が横浜から来てシティカレッジで英語と航海学

の理論を学ぶ旨が書かれている。彼らは日本政府からの派遣で，SFで学んだ後，東部

に移動し，そこで航海学を実習する予定だ。2人の名前は明記されていないが，「シティ

カレッジ」，「海軍＝航海学」，「2人の日本人」，「日本の政府」というキーワードがヒッ

トするので，金子と若林と考えていいだろう。

原文は以下の通りである。

ArrivalofJapaneseSeamen

AmongthepassengersbytheshipA.M.Lawrence,fromYokohama,aretwo

JapaneseseamenwhoproposetoentertheCityCollegeofSanFranciscoto

learntheEnglishlanguageandtheoreticalnavigation.Theywillafterwards

gototheAtlanticStatestolearnpracticalseamanship,aftertheAmerican

model.TheyaresentoutbytheJapaneseGovernment.

2人は太平洋郵船ではなく，A.M.ローレンス（A.M.Lawrence）という船で横浜

から来ているという点が明らかになった（16）。正確なSF上陸の日付は5月7日である。

高橋と伊東がSFに上陸する約4か月前である。SFで英語と海軍学の理論を学んだ後，

米国東部に移動し，おそらくU.S.NavalAcademy（米国海軍士官学校，メリーラン

ド州アナポリスにある）で海軍学の実践を学ぶ計画だったのだろう。U.S.NavalAcad-

emyの日本人学生リストに2人の名前は入っていないので，それは実現しなかった。

神谷大介『幕末の海軍』によると，幕長戦争での敗戦後，1866年9月頃から1867年

3月12日にかけて海軍職のトップは，海軍奉行，軍艦奉行，軍艦頭，軍艦役に再編成

され新たなスタートを切った（p.219）。この変化の一環で，金子と若林の米国派遣が

行われたのだろうか（17）。軍艦購入目的で幕府から米国に2月に派遣された小野使節団
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との関係も考える必要がある。

幕府海軍は，1867年に英国からリチャード・エドワード・トレーシー（RichardEd-

wardTracey,1837�1937）ら11人（トレーシー顧問団）を海軍教育目的で招聘してい

る。金子，若林の米国派遣との関係も調査する必要がある。

5月7日にSFに上陸した金子と若林のちょうど1週間後の活動を示す記事がある

SFDailyEveningBulletin1867年5月13日である。

SF市内の第一長老派教会（TheFirstPresbyterianChurch）で，同教会の日曜学

校（SundaySchool）の18年目の記念日を祝う祝典が開催された。そこに，最近SF

に着いた2人の日本人が出席している。彼らは日本では学べないことを学べるので米国

に来たという。

原文は以下の通りである。

Amongotherillustrations,calledattentiontothepresenceoftwoJapanese

students,whohadrecentlyarrivedhere,tosecureeducationalprivilegesnot

readilyobtainableintheirowncountry.

キーワードのヒットは「2人の日本人」のみだが，日本では学べないことというのは

「海軍学」ではないだろうか。SFに着いたばかりの2人の日本人が教会の日曜学校の

祝典に参加しているのには理由がある。この教会はシティカレッジと深い繋がりがあり，

建物も共有していた（18）。この祝典の司式として参加しているのは，日本人との繋がり

が深く，後に日本にお雇い外国人教師として派遣される，シティカレッジの校長ピーター・

ヴルマン・ヴィダー（PeterVroomanVeeder,1835�1936）である。「シティカレッジ」

のキーワードもヒットしたと考えてよいだろう。

幕末維新期のSF在住日本人に関する情報の収集と分析は，本稿のマクロの目的であ

る。今回の調査で，このテーマに関する基本史料となる記事を発見した。

DailyAlta1870年12月15日に掲載された，ReconstructedJapanese― Progress

ofJapaneseStudentsinAmericaという大見出しの記事である。

日本人がSFに住み始めた1867年頃から1870年までの3年間のSF在住日本人の歴

史について回顧している。

ほぼ同じ内容の記事が，ChicagoTribune1870年12月19日にも同じ大見出しで掲

載されている。小見出しは，ProgressofSomeoftheJapaneseStudentsinSan
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Francisco― TheirPresentInclinationtoCometotheEast,と，日本人留学生の

米国東部志向への変化が強調されている。World（NY市）1871年1月3日の紙面にも，

TEACHINGTHEJAPS― ProgressofJapanesestudentsinAmericaという大見出

しで掲載され，出典はSFBulletinとなっている。この記事は全米の主要新聞に転載さ

れている可能性があり，SFのみならず全米レベルで話題性のある記事だったことが分

かる。

SFの日本人留学生は，時系列的に3つの日本人集団（2つのグループと1個人）に

分けて書かれている。日本人の名前は一切書かれていない。匿名の理由は不明だが，密

航渡米のため名前を明かしたくない日本人もいたのだろう。記事は無署名で，SF在住

日本人の事情にかなり詳しい米国人によって書かれている。

大見出しにあるように，米国日本人留学生の進歩が，彼らの帰国後，日本を生まれ変

わらせるという内容である。

後半の部分に，この記事が書かれた1870年12月の時点での2人の日本人を含めて，

過去3年間に全部で20人の日本人がシティカレッジで学んだ，と書かれている。同時

期，多くの日本人が学んでいたニュージャージー州ニューブランズウィックにあったラ

トガース大学（RutgersCollege）とその付属校（RutgersCollegeGrammarSchool）

に次ぐほどの多さである。幕末維新期の日本人留学生のメッカの一つとして，SFは研

究対象としての資格を十分に備えている。

本稿と最も関わりが深いのは，1867年渡航の最初のグループである。1867年5月に

SFに来て11月にSFにいた金子と若林はこの区分に当たる。関連部分の英語原文と抄

訳（拙訳）は以下の通りである。

Threeyearsago,twoJapaneseofficials,pursuanttoinstructionsfrom their

owngovernment,cametoCalifornia,tostudythelanguageandcustomsof

theAmericanpeople.TheylearnedEnglishrapidly,anddisplayedgreateager-

nessandaptitudefortheacquisitionofathoroughknowledgeofmathemat-

ics.Infact,athirstformathematicsisoneofthecharacteristicsoftherace.

ThetworepresentativesofJapantowhomwerefer,madeexcellentprogress

intheirstudies,andreturnedhomewithahighopinionofAmericaandher

people.

［抄訳（拙訳）］

3年前，2人の日本人の役人が日本の政府の指示を受けてカリフォルニアに，英

語と米国人の諸々の慣習を学びにやってきた。2人とも英語の学びは速く，数学へ
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の並々ならぬ興味を示し，数学の完全な知識を習得するという素晴らしい才能を見

せた。数学の学習欲は日本人の特色の1つである。この2人はこれらの学びに関し

て立派な進歩を見せ，米国と米国人に対して深い敬愛を抱いて帰国した。

日本政府派遣で2人の日本人が1867年（時期不明）にSFにやってきた。目的は英

語とアメリカ人に関する一般事項を学ぶためである。英語の学習は早く，数学を学ぶの

に熱心で完全に数学をマスターした。この記事が書かれた1870年12月の時点ですでに

帰国している。

「日本の政府」，「海軍」，「シティカレッジ」，「2人の日本人」のキーワードの中でこ

の記事がヒットするのは「日本の政府」，「シティカレッジ」，「2人の日本人」である。

「海軍」に関しては，金子と若林は海軍施設あるいは専門の学校で学んでいたわけでは

ないので，記事に「海軍」関連の言葉が出て来ない。海軍学では数学が重要なので，金

子と若林は海軍の学習のために数学に力を入れていたと考えられる。

数学といえば，1867年3月20日SF着のコロラド号に乗っていた，幕臣の小野友五

郎（1817－1898）は数学者として知られていた。当時の日本人留学生の数学学習欲に関

しては他に例を知らない。小野一行の目的地は首都ワシントン並びに米国東部であり，

SFにいた期間は到着後と帰国前と限られた日数しかない（19）。使節団の代表である小野

がこの2人のうちの1人で，市内の学校で長期間学んでいた可能性は無い。

この記事で紹介された，第二，第三の日本人グループあるいは個人に関しては，別稿

で扱いたい。

金子と若林は1867年5月7日にSFに上陸し，シティカレッジで学び始めた。その

約2か月後に，同校で4人の日本人が学んでいたと書いている記事がある。Chicago

Tribune1867年7月26日に掲載された記事だが，同紙のSF特派員Altamonte筆，6

月28日となっている。

大見出しは，SANFRANCISCOで，その中のTheJapaneseandChineseという

記事に注目したい。この記事の骨子は，異文化吸収に貪欲な日本人と保守的な中国人の

対比にあるのだが，その話の発展で1867年6月末の時点でSFにいる日本人の様子が

記述されている。

まず，1867年6月末の時点で，日本からSFに来る船には，人数の差はあれ，裕福

な日本人が，米国の習慣，法，制度，文明など学ぶ価値がある物を何でも学びに来る，

と書かれている。この記事によればシティカレッジには4人の日本人が学んでいる。名
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前は書かれていないが，金子，若林に6月14日にSFに上陸した�摩藩士の肥後と竹

内が加わったのではないだろうか。

6月にSFに到着したコロラド号には，航海技術や海軍学を学ぶことを求めている多

くの日本人が乗ってきたと書いてある。この船に乗ってきたのは，福井藩士佐々木権六

と通訳の柳本直太郎，�摩藩士谷元道之と野村一介，肥後十郎，竹内健蔵等であるが，

彼らは海軍学を希望と記者に語っていたのだろうか。ヒットしたキーワードは「シティ

カレッジ」「2人（ここでは＋2人）の日本人」，「海軍」となる。

金子と若林は一緒に帰国したのか，どちらかが先に帰国したかは不明だが，1868年6

月頃に一緒に帰国したことを示唆する記事がある。SacramentoDailyUnion1868年5

月27日の記事である。シティカレッジで学んでいた日本人学生（複数，人数不明）が，

帰国する前に，米国人の農園を野菜の栽培の見学に訪れ熱心に質問していた旨の内容が

書かれている。彼らは頭脳明晰で英語も流暢である。以下原文である。

JapaneseStudents,

ItmaybeanitemofinteresttoknowthattheJapanesestudentsattendingthe

CityCollegeherevisitedmygardenonSaturday,forthepurposeofstudying

mymethodsofcultivatingvegetablesforseed,inordertopracticallyunder-

standthesubjectbeforeleavingfortheirnativeland.Thesestudentsare

remarkablyintelligent,speakourlanguagefluentlyandseemnevertotireof

askingquestions.DANIELS.PERKINS

この記事には日本人留学生の人数が書かれていない。1868年5月27日は水曜日なの

で，日本人が訪れた土曜日は5月23日だろうか。キーワードを抽出すると，「シティカ

レッジ」，「野菜栽培法」，「帰国前」である。「野菜栽培法」というキーワードは初出で

ある。

正確な日程は定かではないが，幕臣の松本寿大夫（生没年不明）と塚原昌義（1825－

1888）は身分の高い幕臣だったため，身の危険を感じ1868年5月19日にSFに上陸し

ていた（20）。松本は幕府が1867年3月に米国に派遣した小野友五郎一行の1人である。

彼らは渡米後，カリフォルニア州アラメダ（Alameda）で農園開拓に関わった可能

性が高い（21）。想像をたくましくすると，幕臣同士の金子か若林がSF上陸直後の塚原に

頼まれて，米国の農業の知識を現地の米国人から熱心に聞き取っていたことも考えられ
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る。農業に関しては，小野友五郎一行の津田仙（1837�1938）も興味を示していた。ほ

ぼ1年前の7月に米国東部からSFに戻ってきた小野友五郎一行の津田仙（1837�1938）

も，SFで葡萄，麦，野菜の種の購入を約束して日本に戻った。

以上，今回の渡米史料調査と，帰国後の史料の分析結果を，金子関連の可能性が高い

記事に限り紹介した。入手した史料のほぼすべてが現地の新聞記事であるので，その他

の関連情報との照合が必要となる。今回SFで調査した手応えとしては，日本人と関わ

りがあったことが明らかなSF在住米国人に関する史料の発掘等が今後の米国での調査

項目として挙げられるだろうか。日本側でも，海軍関係では勝海舟関連史料，SFと日

本との貿易に関しては，横浜在住の貿易関連業者関連史料等を調査する必要がある。最

後に今回の調査結果のまとめと今後の課題項目を列記して本稿の結びとしたい。

お わ り に

本稿は，筆者が2023年8月にSFで実施した史料調査結果の一部の発表と分析結果

である。幕末維新期の在SF日本人関連史料として重要な高橋是清の自伝から，関連す

る日本人等をキーワードとして選んだ。その中から今回は金子を採り上げ，金子＝�摩

藩士という仮説を立てて現地調査を始めた。

個人の関連史料報告と分析というミクロな作業を進めながら，幕末維新期の在SF日

本人コミュニティ全体の調査，幕末維新期のSFを舞台にした日米交流というマクロな

視点を意識して筆を進めた。その結果分かったことと，これからの課題等を以下にまと

める。

� 幕府海軍が米国に派遣した金子と若林

金子については正確な名前（新聞史料によると「かんべい」），SF在住期間など依然

不明な点が多いが，若林とともに幕府海軍から派遣された幕臣である可能性が高い。

SFには横浜からA.M.ローレンス号に乗って1867年5月7日に到着したと思われる。

2人は市内の中心地にあった，長老派教会と関係が深いシティカレッジで英語を学んだ。

当時の校長は1871年に日本に教師として招かれたヴィダーだった。金子と若林は，最

終的には東部に移り米国海軍士官学校（U.S.NavalAcademy）で実践的な海軍学を学

ぶことを考えていたようだ。

1867年は，幕府にとっても幕府海軍にとっても激動の時期である。その時期に金子

と若林が米国に派遣されたとすると，それはなぜか。同じ 1867年の約2ヶ月前に派遣

された小野友五郎使節団とどのような関係があるのか，といった疑問点を明らかにする

必要がある。
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1867年11月にSFの商工会議所の祝典に金子と若林は日本代表として招待された。

幕臣ということで日本政府関係者として選ばれたのだろう。これをきっかけにSF市民

にも知られる日本人になったのではないだろうか。金子と若林のSF在住日本人コミュ

ニティの中での位置づけ，交際関係等は今後の課題である。

帰国時期は1868年6月の可能性が高い。幕臣として外国で幕府の苦境を座視してい

るわけにはいかない状況だっただろう。この帰国時期が正しければSF在住期間は約1

年になる。

現状では，幕府海軍関係者，幕臣等のリストを見ても，金子と若林に該当する人物が

出て来ない。幕府海軍関連史料の散逸がその原因の一つとして考えられる。海外渡航の

際に必要な印象の記録にも名前が出てこない。

当初は�摩藩士伊東が金子への紹介状を持参してきたことと，金子の代わりに�摩藩

士が伊東の迎えに来たことから，金子�摩藩士説を考えたが，この可能性は現地調査の

結果，相当低下している。しかし，金子と若林が幕府海軍派遣の士官候補生であること

を明確に証明する史料が発見されない限り，金子＝�摩藩士説は留保しておいてもよい

と考えている。

� 高橋SF上陸時の在留日本人

今回の調査で，幕末維新期のSF在住日本人の状況が明らかになってきた。主な史料

となる地元の新聞記事には，日本人の名前が書かれていないケースが多いが，日米双方

の史料を基に，高橋がSFに上陸した1867年9月14日を起点にまとめると以下のよう

になる。

�長期滞在�（半年以上）

① 出島松造 駿河国小鹿村名主の子弟 1861年1月28日SF着 SFで商店経営

1868年5月頃SF発

② 一条十次郎（後藤常） 仙台藩脱藩 SF到着日不明 1868年12月頃SF発

③ 大條清助 仙台藩脱藩 SF到着日不明 慶應義塾

④ 久保村純介 福井藩脱藩 SF到着日不明 慶應義塾

⑤ 田中鶴吉 幕臣子弟 オーストラリア経由 SF到着日不明

⑥ 金子かんべい？ 幕府海軍 1867年5月7日SF着 1868年6月帰国？

⑦ 若林 幕府海軍 1867年5月7日SF着 1868年6月帰国？

⑧ 肥後十郎 �摩藩脱藩 1867年6月14日SF到着 慶應義塾

⑨ 竹内健蔵 �摩藩脱藩 1867年6月14日SF到着

幕末維新期（主に1866年～1870年）サンフランシスコ在住日本人関連史料調査報告
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⑩ 高橋是清 仙台藩 1867年9月14日SF着 1868年12月頃SF発

⑪ 鈴木知雄 仙台藩 1867年9月14日SF着 1868年12月頃SF発

⑫ 佐藤百太郎 佐倉藩 1867年9月14日SF着 SF市内の出島松造の店で勤務

＊⑬ 塚原昌義 幕臣 1868年5月19日SF着 1870年12月頃SF発

＊⑭ 松本寿太夫 幕臣 1868年5月19日SF着 米国で死去

＊⑮ 松本の息子（MatsumoteTaminosuki？） 幕臣子弟 1868年5月19日SF着

＊⑬～⑮に関しては，DailyAlta1868年 5月 19日の下船リストに，Tomito

andson,T.A.Kondoという日本人名が掲載されている。Tomitoが松本の聴き

間違えか変名，Kondoが塚原の変名と考えた。⑮の松本の息子に関しては，

1870年実施の米国国勢調査で，NY市の住人として登録されている 13歳の

MatsumoteTaminosukiの可能性がある。

⑯ ハインリッヒ・シュネル（JohannHeinrichSchnell＝JohnH.Schnell＝平松

武兵，横浜在住プロイセン人）と日本人3家族 1869年5月SF着 （ワカマツ

コロニー先発隊）

⑰ 鈴木貫一 彦根藩 1869年7月20日SF着

⑱ 塚越酸素彦 小浜藩（上州太田出身） 1870年7月13日SF

⑲ 多藝誠輔（山脇正勝） 桑名藩 1870年7月13日SF着

⑳ 栗原貞作（高木） 桑名藩 1870年7月13日SF着

� 能勢栄 幕臣 1870年7月13日SF着

� 田村初太郎 幕臣 1870年7月13日SF着

� 斎藤金平 幕臣 1870年7月13日SF着

� 大路元雄 彦根藩 1870年7月13日SF着

� 石澤源四郎 会津藩 1869か1870年SF着

以下は1870年に全米で実施された国勢調査に記載されたSF在住日本人である。

・JapOmeyosen（ふじ） 小仕

・JapOfuchison（るい） 小仕

・源助 小仕

・ふさたろう 小仕

・Keheri（si）

同じ国勢調査に，SF在住ではないが，カリフォルニア州エルドラド郡（Eldorado）
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コロマ（Coloma）在住日本人が22人記録されている。ワカマツコロニーで働いてい

た日本人と思われる。

�短期滞在�（SF上陸後，パナマ経由あるいは大陸横断鉄道で東部へ移動した者も

含む。長期滞在と異なり，本稿の主な範囲ではないので，1868年SF到着までを採

り上げた。）

① 木藤市助 �摩藩米国留学生第二陣 1866年9月SF到着 モンソンへ移動

1867年7月22日モンソンで自殺

② 小野友五郎（正使） 幕臣 1867年3月20日SF到着 ワシントンDCへ移動

1867年7月5日SF発

③ 松本寿太夫（副使） 幕臣 1867年3月20日SF到着 ワシントンDCへ移動

1867年7月5日SF発

④ 福澤諭吉（翻訳） 幕臣 1867年 3月 20日 SF到着 ワシントン DCへ移動

1867年7月5日SF発

⑤ 津田仙弥（通訳） 幕臣 1867年 3月 20日 SF到着 ワシントン DCへ移動

1867年7月5日SF発

⑥ 尺振八（通訳） 幕臣 1867年3月20日SF到着 ワシントンDCへ移動 1867

年7月5日SF発

⑦ 神野信之丞（勘定吟味） 幕臣 1867年3月20日SF到着 ワシントンDCへ移

動 1867年7月5日SF発

⑧ 関某（小野従者） 1867年3月20日SF到着 ワシントンDCへ移動 1867年7

月5日SF発

⑨ 石川某（小野従者） 1867年3月20日SF到着 ワシントンDCへ移動 1867

年7月5日SF発

⑩ 小笠原賢蔵（海軍） 幕臣 1867年3月20日SF到着 ワシントンDCへ移動

1867年8月5日 ワシントン海軍工廠発

⑪ 岩田平作（海軍） 幕臣 1867年 3月 20日 SF到着 ワシントン DCへ移動

1867年8月5日ワシントン海軍工廠発

⑫ 谷元道之 �摩藩脱藩第二陣留学生 1867年6月14日SF到着 モンソンへ移

動 慶應義塾

⑬ 野村一介 �摩藩脱藩第二陣留学生 1867年6月14日SF到着 モンソンへ移

動

⑭ 佐々木権六 福井藩 1867年6月14日SF到着 東部へ移動 1867年12月頃

SF発
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⑮ 柳本直太郎 福井藩 1867年6月14日SF到着 通訳 東部へ移動 1867年12

月頃SF発 慶應義塾

⑯ 富田鉄之助 仙台藩 1867年9月14日SF到着 ボストンへ移動

1868年9月2日SF着―11月1日SF発

1869年2月23日再渡米SF着 ニューブランズウィックへ

移動

⑰ 高木三郎 庄内藩 1867年9月14日SF到着 ボストンへ移動

1868年9月2日SF着―11月1日SF発

1869年2月23日再渡米SF着 ニューブランズウィックへ移

動

⑱ 勝小鹿 幕臣子弟 1867年9月14日SF到着 ボストンへ移動

⑲ 平賀義質 福岡藩 1867年9月14日SF到着 ボストンへ移動

⑳ 井上良一 福岡藩 1867年9月14日SF到着 ボストンへ移動

� 本間英一郎 福岡藩 1867年9月14日SF到着 ボストンへ移動

� 青木善平 福岡藩 1867年9月14日SF到着 ボストンへ移動

� 船越慶次 福岡藩 1867年9月14日SF到着 ボストンへ移動

� 松下直美 福岡藩 1867年9月14日SF到着 スイス留学

� 伊東祐亨 �摩藩 1867年9月14日SF着 1867年10月14日SF発 勝海舟

神戸海軍塾，江川太郎塾

� 固葉英次郎（木葉十蔵） �摩藩 1867年9月14日SF着 1867年10月14日

SF発 慶應義塾

	 早竹虎吉一座 約30人 1867年9月14日SF着


 城山静一 宇和島藩（士族ではない） 1868年後半SF着 1868年12月頃SF発

（高橋，一条とともに）

� 福井藩の医師 1868年後半SF着 城山が通訳として同行？

＊福井藩の医師に関しては，勝海舟が息子の小鹿の留学費用の送金を依頼していた，

福井藩の医師，本多貞次郎の可能性がある。

�不明


① 花田新助 幕臣（江戸本所・幕府銭座勤務） 1866年SF着？

② MoriKakutzo �摩藩脱藩 1867年6月14日SF着？

③ MoneKango �摩藩脱藩 1867年6月14日SF着？

④ Drozo 1867年6月14日SF着 ブラウン小仕？

⑤ Gaugimatu 1867年6月14日SF着 ブラウン小仕？
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⑥ Saki 1867年6月14日SF着 ブラウン小仕？

⑦ Ghozje 1867年6月14日SF着 ブラウン小仕？

⑧ 関口保兵衛 カリフォルニア州オークランドで家僕

⑨ 中尾某 芸州藩 1867年9月14日SF着

本稿で扱ったのは，この中で長期滞在の⑥金子から⑨竹内までである。②一条から④久

保村は，高橋の自伝に登場するということで簡単に触れた。⑬の塚原は金子と同じ幕臣と

いうこともあり採り上げた。

彼らの特色として「脱藩」，「難民」のような経緯でSFにやってきた日本人が多いこと

が挙げられる。脱藩に至った経緯，渡米の金策などは不明であるが，当時の脱藩は，塚越

酸素彦のように，向学心止みがたく，私費で渡米したという前向きな行動だったのではな

いだろうか。限られた予算だったので米国東部に移動せず，必要最低限の予算で行けた最

短距離の「西洋」がSFだった。

久保村，大條，谷元，肥後，柳本は慶應義塾で，高橋と佐藤は横浜でヘボン夫人等に

英語を習っていた。彼らにしてみれば，米国に行き，「本場」の英語だけでなく，米国の

社会，制度，そして可能であれば祖国防衛目的の海軍学を修めたいという思いが強かった

のだろう。英語をある程度学んだ人ならば洋行意識が高まるのは今も同じである。片道切

符の旅費のみで思い立ち，ヴァンリードのような渡米エージェントの世話になり渡米を実

現させた。

SFに着けば生活費はどうにかなる，というような話が，慶應義塾や横浜で英語を学ん

でいた日本人に流れていた可能性もある。

� シティカレッジと校長ヴィダー

金子と若林が学んでいたシティカレッジは，長老派教会の経営と言ってよく，この学校

に1867年から1870年の間に，計20人の日本人が学んでいたことが分かった。日本人に

人気があった理由の一つは，「アルファベットから大学教育まで」という教育内容の範囲の

広さである。日本で英語をほとんど学んで来なかった留学生にとっても，ある程度学んで

きた留学生にとっても，好都合な学校ということになる。

渡辺正雄『お雇い米国人科学教師』（pp.49�57）によると，当時の校長ヴィダーはニュー

ヨーク州ロッテルダム（Rotterdam）出身のオランダ系米国人で，オランダ改革派教会で

はなく長老派教会の牧師である。ニューヨーク州のユニオン・カレッジ（UnionCollege）

とペンシルヴェニア州ピッツバーグのウエスタン神学校（WesternTheologicalSemi-

nary）を出て，1858年にカリフォルニア州のSF近郊のナパ（Napa）の第一長老派教会

（FirstPresbyterianChurch）の牧師となった。オランダ系米国人として，オランダ改革
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派教会との繋がりを調べる必要がある。

この20人という人数が事実であれば，幕末維新期には，SFが，ニューブランズウィッ

ク，ボストン，モンソン等と並ぶ，日本人留学生のメッカだったことになる。今後はシティ

カレッジのスクール・カタログ（SchoolCatalogue）等の学生リストやカリキュラム，使

用テキスト等を掲載した史料を継続的に収集し，20人の日本人学生の名前を確定したい。

本稿では触れなかったが，幕末維新期のSFは日本人が住むのに好都合な点があった。

現地在住の米国人ブルックスが公使として日本人の面倒を見ていた。米国東部では，日本

から来た多くの日本人留学生が，NY市内のオランダ改革派教会のフェリスへの紹介状を

携えてオフィスを訪ね，留学先の学校を紹介してもらったりしていた。

ブルックスは1860年の咸臨丸渡航以来，あくまでもボランティアでSFを訪れた日本人

や，在留日本人に，必要とあれば協力を惜しまなかった。幕府は，横浜・SF間の直行便

就航に伴い，渡米日本人が増加するのを理由に，1867年に米国日本公使ヴァン・ヴァル

ケンバーグ（RobertB.VanValkenburgh）からブルックスのSF領事任命を勧められた。

鈴木祥『明治日本と海外渡航』（p.22）によると，1867年10月25日幕府から米国公使

宛てに，領事任命の通知があった。内容は，「原則無給であるが幕府所要物品を購入した

際代金の5％を手数料として支給すること，領事業務により本業に支障が生じた際は別途

手当を支給すること，すなわち名誉領事として待遇すること」（p.22）が取り決められた。

ブルックスは実際には「外国人に解雇された者や商業に失敗した者の救助」（p.59）もし

ていた。

高橋の家事労働契約をめぐっても，富田と一条がブルックスを訪問し，ブルックスがヴァ

ンリードを呼び出して，調停を行い，高橋の契約は破棄された。

このような日本人の「駆け込み寺」があったことは，渡米してきた日本人をSFに留め

ておく理由の一つとなっていただろう。

これは仮説に過ぎないが，既出のDailyAlta1870年12月15日に掲載された，Recon-

structedJapanese― ProgressofJapaneseStudentsinAmericaという大見出しの

記事は，ブルックスが匿名で地元の新聞に寄稿したのではないだろうか。記事を読めば，

著者がSF在住日本人事情に詳しく，米国に来る日本人の好印象を読者に与えようという

意図が感じられる。

ブルックス関連史料調査は，今後のSF在住日本人研究の重要なテーマである。
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� 中国人と比較された日本人の勤勉さと旺盛な好奇心 SFならではの日米交流

SFの新聞記事には，中国人と日本人を比べ，日本人の勤勉さを高く評価する記述が散

見される。本稿で扱った，ChicagoTribune1867年7月26日に掲載された，同紙のSF

特派員Altamonte筆のSANFRANCISCO― TheJapaneseandChineseという記事

がその一つである。

高橋の自伝でも，「日本人と支那人とは大変にちがう。家にいる保兵衛が，始めて貰っ

た給料を何に使うかと見ていると，真先にヘボンの辞書を買って勉強する，支那人なら何

を措いても金を貯めるが，それとは大変な相違だ」と知人の米国人女性が語っていたとい

う（22）。香港発横浜経由でSFに来る太平洋直行便には毎便数百人単位で中国人移民が上

陸していたので，中国人と日本人が比較される機会も多かった。

当時のSFでは，新聞記事等を見る限りでは，中国人移民に対しては一般的には好意的

な記述は少ない印象を受ける。対照的に，幕末維新期の初期日本人長期滞在者が，勤勉

さと知的好奇心を発揮して，SFの住民に好意的な印象を与えていたことが読み取れる。

SFならではの日米交流といえるのではないだろうか。

� 『高橋是清自伝』の史料としての問題点

本稿は，幕末維新期のSF在住日本人に関する史料収集報告が主な目的であるが，基

盤史料の『高橋是清自伝』の記述内容が史実と適合しているかどうかも確認するミッショ

ンも担っている。以下に，今回の調査で判明した点を挙げる。

① 「鹿児島の谷本」に関する記述（中公文庫p.44）

これまでの調査で，「谷本」という�摩藩出身者はSF在住日本人では確認されていな

い。谷本ではなく，1867年6月にSFに上陸した�摩藩士谷元道之と考えたが，現状で

は1867年9月14日に谷元がSFにいたことを証明するのは困難である。その日程でカリ

フリニアにいた可能性が高い，�摩藩士肥後十郎と竹内健蔵が伊東の迎えに来たと考える。

また，伊東と高橋が，SFに上陸したその日（9月14日）に，金子を探しにシティカレッ

ジに徒歩で出向いたとある。当時のシティカレッジがあったユニオン・スクエアまで，埠頭

からは途中登り坂になるが，歩いていける距離であり，記述通りにその周辺から港に停泊

していたコロラド号が掲げていた日の丸の旗も見ることができただろう。高橋は，9月14

日はまだ暑気休暇中と書いているが，新年度はすでに始まっていて，この日は土曜日だっ

たので金子は登校していなかった。

幕末維新期（主に1866年～1870年）サンフランシスコ在住日本人関連史料調査報告
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② 伊東，固葉，谷元の帰国に関する記述（同上）

高橋の自伝によると，「伊東，固葉の両君はサンフランシスコへ着いたは着いたが，すぐ

同じ船で，前記の谷本も一緒に日本へ帰ってしまった」という（p.44）。

SFの新聞に掲載された太平洋郵船社（PacificMailSteamshipCompany）の広告に

よると，9月14日の後のSF発横浜便は10月14日発のチャイナ（China）号だったので，

これに乗って帰国したと考える。伊東と固葉はちょうど1か月間SFにいたことになる。

伊東や高橋が乗ってきたコロラド号は主にSF・パナマシティ間を就航する船だったので，

9月14日に横浜からSFに着いた後は，通常のパナマ便に戻ったのではないだろうか。こ

の1か月間で伊東は恐らく金子に会えただろう。金子は海軍学の前に，シティカレッジで

英語を修業している段階だったので，伊東は米国での海軍修業を諦めたのかもしれない。

また，谷本が肥後，竹内だとすると，この2人は1867年12月頃までは米国にいたこと

を示唆する新聞記事があるので，伊東と一緒に帰国していない。谷元の帰国は，�摩藩側

の史料によれば1868年10月である。伊東は固葉と二人で10月14日SF発のチャイナ号

で帰国した。

7．今後の課題と研究予定

今回の渡米調査はあくまでもSF在住日本人研究の第一歩に過ぎない。今回入手できた

幕府海軍の金子，若林に関する情報は，今後の幕末の幕府海軍研究にどのような影響を

与えるか興味深い。是非，当該専門分野の研究者に調査，研究を進めてもらいたい。

自分の研究の次の段階としては，ブルックスが書いたのではないかと思われる記事の，

1867年から1870年にかけて，シティカレッジ，あるいはSFで学んだ第二，第三の日本

人グループに関する史料の調査，分析を進めたい。シティカレッジ，同校長ヴィダーとオ

ランダ改革派教会に関する史料，ブルックス関係史料，そして，高橋渡米以前，以後の

SF在住日本人関連史料の情報収集も引き続き進めたい。また，横浜在住で，日本人の渡

米の斡旋を行っていたユージン・ヴァンリード（EugeneM.VanReed,1835�1873）関

連史料も発見されれば，渡米日本人に関する情報の宝庫であることは間違いない。

今回の研究は，SF公共図書館の司書の方々を始め，インターネット上で貴重な情報を

提供してくれている八木谷涼子氏，富山市在住の岡村俊之氏にお世話になった。以前ご指

導いただいた日本英学史学会の先生方，現在執筆進行中のラトガース大学出版予定の著

作の共同執筆者の方々にもご協力いただいた。同僚である拓殖大学外国語学部阿久津智

教授には福井藩史料の読解でご協力いただいた。末尾となったが御礼の意を表したい。
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（1） これまでの塚越に関する研究成果は，以下の2本の論考で発表している。

塩崎智「小浜藩英学教師，塚越酸素彦（鈴彦，1842�1886）関連史料調査報告」（『拓殖大学

論集 人文・自然・人間科学研究』48巻 ，2022年10月）pp.116�135。

同上「小浜藩英学教師，塚越酸素彦（鈴彦）の化学，医学，英学修業 ―伝記『金蘭簿物語』

の出生から渡米までの記述の検証」（『拓殖大学論集 人文・自然・人間科学研究』49巻，

2023年3月）pp.156�183。

（2） 塚越丘二郎『金蘭簿物語』（塚越丘二郎，1929年）p.12。塚越が小浜藩に提出した渡米許

可の願書に，「彼國（筆者注：米国）に知人多数御座候」と書かれている。

（3） これらの書物に掲載されている事例は大変興味深いが，資料出典が明記されていない場合が

多く，史実の検証が難しい。本稿が扱う時期の例として，1867年にSFに着いた田中鶴吉

（1855�1925,幕臣子弟）が挙げられる（今野，藤崎pp.53�54,粂井p.56）。田中に関する主

な史料は，『時事新報』に1886年1月15日から2月12日まで，18回に分けて連載された，

「東洋の小ロビンソンクルーソー」という記事である。田中は米国から帰国後，製塩事業を行う

ために小笠原島にいたことがあった。この時に寄港した海軍大尉が田中の話を聞いて感銘を受

け，聞き取った話を『時事新報』の記者が記事化したものである。内容は詳細に渡っている。

田中に関する原史料にあたったものとしては，田村栄太郎『日本の産業指導者』（1944年）が

あるが，製塩業に関する記述が大半を占めている。いずれ米国側史料による田中関連調査を進

めたい。

（4） 海外移住150周年研究プロジェクト編『遥かなる「ワカマツ・コロニー」：トランスパシフィッ

クな移動と記憶の形成』（彩流社，2019年）。

（5） �口雄彦「塚原昌義と武田昌次：物産学を学びアメリカへ亡命した旗本」（『洋学：洋学史

学会研究年報 』22号，2014年）pp.79�90。

会津藩から渡米した石澤源四郎の懐旧談の聴き取りに関しては，「明治二三年頃米国桑港本

邦人の有様」（『史談会速記録』298巻，1917年，復刻合本39,原書房，1975年）参照。

（6） 現状では，（4）で挙げた，海外移住150周年研究プロジェクト 編『遥かなる「ワカマツ・

コロニー」：トランスパシフィックな移動と記憶の形成』に，幕末維新期のSFを始めとするカ

リフォルニア州在住日本人に関する多くの貴重な情報が掲載されている。

（7） 上塚司記『高橋是清自伝』（千倉書房，1936年）。「序」と「手記者の言葉」によると，高

橋は子孫に残すために，出版の数年前から，日記，手帳，往復文書などの資料を整理してきた。

この中で資料として使えそうなものを，手記者の上塚司に渡した。

上塚はその資料を分類整理し，内容について高橋に質問し，高橋が答えた内容を筆記，清書

し高橋がそれを補正するという形で自伝執筆の作業は進められた。もともと東京・大阪両朝日

新聞社から発表されたものを，上塚が内容をさらに整備，訂正し，全一冊として自伝にまとめ

られた。広範な読者向けに面白く，読みやすく書かれている。本稿では便宜上，1992年16版

の中公新書版も使用した。

（8） 一条に関しては，高橋とともに渡米した仙台藩士富田鉄之助が，渡米後同藩大童信太夫に

宛てた手紙に，仙台藩を脱藩してSFで学んでいた一条十次郎（後藤常）と大條清助の近況報

告を書いている（高橋秀悦『海舟日記に見る幕末維新のアメリカ留学』p.18）。この史料は未

見である。一条は高橋とともに，1868年12月に帰国した。大條は高橋の自伝には登場しない

が，慶應二年三月二十六日（1866年5月10日）に慶應義塾に入社している。

窪村に関しては，『福井藩士履歴 7子弟等』に久保村純介として記録が残されている。明治

三年で32歳とあるので，SF滞在は20代後半だろうか。元治元年六月二四日（1864年7月

27日）には慶應義塾に入社している。文久二年英学修業のため長崎に出立，慶應元年六月航
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海術修業のため江戸へ出立，同年七月英学修業のため横浜出立の指示を受ける，というように

英学と航海学を学んでいたようだ。

その後，年月日は不明だが「英吉利江罷越候節達捨二致出奔」と記録されている。これが

脱藩渡米を意味すると思われる。

（9） 固葉英次郎（木葉十蔵）は，元治元年十一月十九日（1864年12月17日），�摩藩士有馬

新太郎，肥後隆之助とともに慶應義塾に入社している。

（10） 谷元に関しては犬塚が次のように略歴を記している。本稿に関連がある部分を以下に引用す

る。

「慶應初年長崎に至りロシア軍艦で密航を企てるも失敗，上京して福沢諭吉の慶應義塾

に入り英学を修得。慶應三年野村一介と米国に留学，明治元年九月帰国，同二年外務省

出仕，外務権大丞を経て同三年再び米国留学，翌年帰朝し海軍大主計，海軍主計中監を

歴任する。明治十四年官を退き東京馬車鉄道株式会社を創設社長となる。」（犬塚孝明

「仁礼景範航米日記（その二）」（『鹿児島県立短期大学地域研究所研究年報』14号，1985

年）p.33。）

（11） ブラウンがJ.M.フェリスに宛てた，1868年1月28日付けの手紙には「イースト・ウィンザー

（EastWindser）に残しておいた日本人も，そこ（筆者注：ハリスが主催する「新生社」）へ

出かけて行ったのです。わたしは，わたしのつれてきた�摩の家臣から，その旨，手紙を受け

取りました。」（『S.R.ブラウン書簡集』p.233）と書かれている。原文の英文を参照していない

が，ブラウンに同行して渡米した谷元や野村は，ブラウンの出身地である，コネチカット州に

一時期滞在していたとも読める。

（12） 肥後は，慶應二年四月四日（1866年5月18日）に慶應義塾に入社している。

（13） 八木谷涼子氏から，この記事の初出は，12月7日のNYTimesではないかとの指摘があっ

た。PrinceZATSUMA,throughhisagent,KANIMI�NAMEatNagasaki,Japan,hereby

warnsという記述が入っている。

（14） 1860年の咸臨丸到着以来，SF在住のチャールズ・ウォルコット・ブルックス（Charles

WalcottBrooks,1833�1885）というボランティアの「自称」領事が在住日本人の面倒を見て

いたが，この宴会には招待されていなかったようである。ブルックスが日本代表として金子と若

林を推したのだろうか。

（15） DailyAlta1867年10月3日の紙面に，高橋と同じ船でSFに到着した勝小鹿のことが書か

れている。ここで小鹿の父の海舟は，PrinceoftheProvinceofAvaと書かれている。安房

守の守をprinceと訳したのだろう。幕府の官位の制度が米国人にはよく分かっていなかった。

1867年というまだ日本人渡航が限られていた時点であれば，上級幕臣をprinceと表記する可

能性は否定できない。

（16） A.M.ローレンス号に関する英文記事は，八木谷涼子氏から提供していただいた。

A.M.ローレンス号は606トンの米国船籍の船で，太平洋郵船のコロラド号の4009トンと比

べると，かなり小さな船だった。SFに向けての横浜出航日は1867年4月5日である。

（17） 藤井哲博『長崎海軍伝習所』に掲載されているリストで金子と若林の名前は確認できなかっ

た。長崎海軍伝習所第一期・幕府伝習生，同第二期・幕府伝習生，同第三期・幕府伝習生に

は見当たらない。諸藩の伝習生のリストを見ると，福岡藩に金子才吉の名前がある。若林は見

当たらない。藤井が記しているように，これらのリストには遺漏がある。倉沢剛『幕末教育史

の研究II』，手塚晃，国立教育会館編『幕末・明治海外渡航者総覧』，石附実『近代日本の海

外留学史』等の基本的文献にも，幕末海軍留学生の金子，若林の名前は出て来ない。上白石

実『十九世紀日本の対外関係－開国という幻想の克服』（pp.108�121）や，海外移住 150周

年研究プロジェクト編『遥かなる「ワカマツ・コロニー」』（史・資料pp.69�117）を参照した

が，印章等の日本出国の記録にも，金子と若林の名前は無い。幕末の幕臣米国留学生に関す
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る記述は管見では皆無である。

（18） シティカレッジについては，下記の記述を参照。現在，SF市内には，CityCollegeofSan

Franciscoがあるが，これは創立が1935年であり，本稿で扱うシティカレッジとは異なる。

以下は，William WarrenFerrier,NinetyYearsofEducationinCalifornia1846�1936,

SatherGateBookShop,BerkeleyCalifornia,1937の関連部分の拙訳（抄訳）である。ア

ルファベットからでも学べるという点が，英語を学んでこなかった日本人には魅力だったのでは

ないだろうか。

シティカレッジは長老派教会によって1859年11月1日に設立された。最初は生徒が4

人だったが，クリスマス休暇の頃には11人，1860年12月までに55人に増えた。

OrdinaryEnglish（米国の国語としての英語）以外に，ギリシャ語を学ぶ者が3人，

ラテン語を学ぶ者が10人いた。設立当初は，Dr.Burrowes・Schoolと呼ばれていたが，

Dr.Burrowes・HighSchoolと呼ばれるようになり，1861年にはCityCollegeとなり，

現在のUnionSquareの広場の東南の角に1万ドルをかけて校舎が建てられた。牧師の

Dr.W.A.Scottがその中心となった。

Dr.W.A.Scottが 1865年に SFを去った後は，教育の中心的存在だった Dr.

Burrowesが中心となったが，彼が引退し東部に去った後は，TheRev.P.V.Veederが

その後を継いだ。

Veederは1871年に日本に去ったが，在職中に高等教育入学準備（Preparatory），英

語と古典語（EnglishandClassicaldepartments），小学校（PrimarySchool）を作っ

た。Veederは次のように語った。「カリキュラムは段階的に整えられていて，生徒がアル

ファベットから始めて，大学修了レベルまで段階を追って学べるようになっている。」

1871年からはDr.W.A.Alexanderが校長となった。生徒は相変わらず地元住民の子

弟が大半だった。学校の経済的な問題等もありAlexanderは3年で去った。

ThePacific（SF）1868年4月30日には，SF市内の長老派のカルバリー教会（Cal-

varyChurch）の日曜学校の設立記念礼拝に，シティカレッジで学んでいる日本人が参加

していたという記事がある。出席した日本人は1人だけなので，金子と若林のどちらかは

分からない。原文は以下の通りである。

AnniversaryofCalvarySundaySchool

AmongthoseattendingtheseservicesisaJapanesewhoisnowatschoolat

theCityCollege.

（19） 小野に関しては，藤井哲博『咸臨丸航海長小野友五郎の生涯 :幕末明治のテクノクラート』

（中公新書，1985年）を参照。

小野友五郎一行の在米中の行動は下記の通りである。日付は旧暦のものを陽暦に換算した。

小野友五郎『小野友五郎亜國渡航日誌』（小野友五郎を伝えてゆく会，2019年）を参照。

1867年一月二十三日（2月27日）コロラド号横浜出航，二月十五日（3月20日）SF着。

二月二十五日（3月30日）SF発，パナマを経て三月十八日（4月22日）NY入港。

三月二十二日（4月26日）NYから首都ワシントンへ移動。

五月十日（6月12日）NY出航，六月二日（7月3日）SF着。

六月五日（7月5日）SF発，六月二十六日（7月27日）横浜着。

一行のSF滞在期間は，3月20日から30日までの10日間と，7月3日から5日までの3日
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間の計13日間となる。このうち4日はSF発着に費やされた。

この記事で取り上げられた2人は，小野一行のメンバーで幕府海軍から派遣されていた小笠

原賢蔵と岩田平作の可能性も考えた。2人は一行が幕府のために購入した戦艦ストーンウォー

ル（Stonewall,後の甲鉄）の日本への回航のため7月5日以降も米国に残っていた。

小笠原と岩田について書かれた記事がEveningStar（首都ワシントン）1867年7月25日に

掲載されている。八木谷涼子氏に提供していただいた。大見出しはAgaswaraKenzoand

EwathHaisakuとなっている。

ThetwoyoungJapaneseofficers,AgasawaraKenzoandEwathHaisaku,who

arrivedinthiscountryinFebruarylast,willgooutinheraspassengers,anditis

probablethatwhensheisplacedinpossessionoftheJapanese,oneorbothofthem

willremainattachedtoher.

・Theseofficers,afterhavingvisitedvariousportionsofthecountry,particularly

thenavyyards,arrivedinthiscityseveralweekssince,andtookuptheirquarters

atCasparl・s,onCapitolHill.Theyarequiteintelligentyoungmen,ofabout

twenty�sixyearsofage,arewellversedinEnglish,oneparticularlyspeakingthe

languagequitefluently.Theyseemtohavebeenverycloseobservers,andwill,on

theirreturn,takebackmuchinformationinregardtothiscountry.Theydress

usuallyincitizen・sclothes,butsometimesweartheuniformadoptedfortheJapa-

nesenavy,whichisverysimilartothatofournavy,consistingofplaindarkblue

frockcoats,aroundthesleevesofwhicharetwogoldbands,darkbluepantaloons,

andvestcuthigh,darkbluecapwithouttrimmings.Theyspeakquitehighlyof

thetreatmenttheyarereceivedeverywhere,andarequiteathomeatCasparl・s,

wheremostoftheofficersoftheJapanarestopping,andbetweenthemandour

officersawarmfriendshiphassprungup.・

小野一行が横浜からSFに到着して以降の幕府海軍派遣の小笠原と岩田の足跡は明らかになっ

ていない。この記事が書かれた時に2人は首都ワシントンにいたが，数週間前に来たと書かれ

ている。それまでは米国のいくつかの海軍工廠を訪問していたようだ。2人とも英語でコミュニ

ケーションが取れていたが，特に片方がかなり流暢だったという。

藤井哲博『長崎海軍伝習所』によると，2人は英語を話せなかったので，航海中（米国から

の帰途？）通訳無しで苦労しながら米海軍の現役士官の指導を受けたらしい。それでも，小笠

原の方が若かった分，苦労が少なかった旨が書かれている（pp.154�155）。

ストーンウォールが首都ワシントン郊外のワシントン海軍工廠（WashingtonNavyYard）

を出航したのは1867年8月5日のことで，小笠原と岩田は乗船し日本へと向かった。

9月，11月には2人はすでに米国を発っていたので，小笠原・岩田＝金子・若林の可能性は

無い。

（20） 塚原と松本に関しては，前出�口の論文に加え，�口雄彦『幕末維新期の洋学と幕臣』第

一部第二章「物産学を学んだ旗本 武田昌次こと塚原昌義について 」に詳しい。

（21）『遥かなる「ワカマツ・コロニー』によると，SFChronicle1869年6月17日の紙面に，1868

年に英語とフランス語を話す日本人男性グループがSFにやってきた旨の記事が書かれている。

彼らは政治亡命者の可能性がある。SFで仕事が得られなかったので，ヴァンリードの父親の助

言でカリフォルニア州アラメダ群で農園を借り，初期投資を上回る利益を得たという。（p.120）

塚原に関する論文で�口もこの記事の内容に言及している。これによると，塚原と松本の横

浜出航は1868年4月28日，SF着5月19日であるので，5月23日に金子・若林・塚原・松
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本4人で農園を訪問した可能性はある。

塚原のSFでの様子は，会津藩出身でSFで生活していた石澤源四郎の懐旧談「明治二三年

頃米国桑港本邦人の有様」（pp.536�549）にも語られているが，塚原のアラメダの農園の件に

は触れていない。塚原はシティカレッジのヴィダー校長と交流があった旨は書かれている。なお，

前出，松村淳蔵の懐旧談「慶応年間�摩人士洋航談」によると，松本は息子を連れて渡米し

たが，松本は米国で病死した。（p.600）

（22）『高橋是清自伝』の中公文庫版では，p.55に書かれている。

天野進吾，たたらなおき，村上敏『出島松造』（静岡新聞社，2021年）。

石澤源四郎「明治二三年頃米国桑港本邦人の有様」（『史談会速記録』298巻，1917年，復刻合本

39,原書房，1975年）pp.536�548。

石附実『近代日本の海外留学史』（中公文庫，1992年）。

伊藤久子「太平洋航路の第一船コロラド号の航海」（『開港のひろば』61号，1998年）p.6。

犬塚孝明「仁礼景範航米日記（その一）」（鹿児島県立短期大学地域研究所 研究年報13号，1984

年）pp.64�89。

同上「仁礼景範航米日記（その二）」（『鹿児島県立短期大学地域研究所研究年報』14号，1985年）

pp.1�36。

同上「第二次�摩藩米国留学生覚え書 日米文化交流史の一齣」（『日本歴史』453号，1986年）

pp.34�51。

同上『明治維新対外関係史研究』（吉川弘文館，1987年）。

今井庄次『お雇い外国人⑫外交』（鹿島出版会，1975年）。

小笠原長生『元帥伊東祐亨』（南方出版社，1942年）。
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移動と記憶の形成』（彩流社，2019年）。

勝海舟『海軍歴史』（原書房，1967年）。

上白石実『十九世紀日本の対外関係 開国という幻想の克服』（吉川弘文館，2021年）。

上塚司記『高橋是清自伝』（千倉書房，1936年）（中公新書，1976年）。

神谷大介『幕末の海軍 明治維新への航跡』（吉川弘文館，2018年）。

菅美弥「55名のジャパニーズ 1870年米国人口センサス調査票（populationscheduleへの接

近） 」（『東京学芸大学紀要 人文社会科学系Ⅱ』60号，2009年）pp.137�151。

粂井輝子『外国人をめぐる社会史 近代アメリカと日本移民』（雄山閣，1995年）。

倉沢剛『幕末教育史の研究II』（吉川弘文館，1984年）。

小西四郎監修『江戸幕臣人名事典 第二巻』（新人物往来社，1991年）。

今野敏彦,藤崎康夫 編著『移民史 3（アメリカ・カナダ編）』（新泉社，1986年）。

塩崎智「小浜藩英学教師，塚越酸素彦（鈴彦，1842�1886）関連史料調査報告」（『拓殖大学論集.

人文・自然・人間科学研究』48巻，2022年10月）pp.116�135。

同上「小浜藩英学教師，塚越酸素彦（鈴彦）の化学，医学，英学修業 伝記『金蘭簿物語』の

出生から渡米までの記述の検証」（『拓殖大学論集 人文・自然・人間科学研究』49巻，2023

年3月）pp.156�183。

鈴木祥『明治日本と海外渡航』（日本評論社，2022年）。
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